
課
題
１
：
Ｇ＊

１

Ｃ
Ｆ
を
活
用
し
た

ス＊
２

マ
ー
ト
農
業
推
進
に
よ
る

一
次
産
業
活
性
化
事
業

（
佐
賀
県
み
や
き
町
）

　

み
や
き
町
は
佐
賀
県
内
10
町
の
な

か
で
も
２
番
目
に
広
い
耕
地
面
積
を

有
し
て
お
り
、
農
業
が
基
幹
産
業
と

な
っ
て
い
ま
す
。
大
部
分
の
就
農
者

が
米
麦
中
心
に
農
業
を
営
む
な
か
、

近
年
、
後
継
者
不
足
に
よ
る
就
農
人

口
の
減
少
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
所
得
の
低
下
や
就
農
者
の
高
齢

化
に
加
え
、
遊
休
農
地
も
増
加
す
る

と
い
う
悪
循
環
に
歯
止
め
が
か
ら
な

い
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
取
組
事
例
◆

　

株
式
会
社
オ
プ
テ
ィ
ム
（
以
下
、

オ
プ
テ
ィ
ム
） 

で
は
、
米
作
農
家
の

協
力
を
得
て
、
ド
ロ
ー
ン
を
使
用
し

圃
場
の
撮
影
を
行
い
、
そ
れ
を
オ
プ

テ
ィ
ム
が
Ａ
Ｉ
に
よ
る
画
像
解
析
を

行
い
、
害
虫
の
発
生
が
認
め
ら
れ
る

部
分
の
み
に
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
ピ
ン

ポ
イ
ン
ト
農
薬
散
布
（
図
１
）
を
行

い
ま
し
た
。
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
農
薬
散

布
に
よ
り
通
常
の
農
薬
散
布
に
比
べ
、

農
薬
量
を
10
分
の
１
～
１
０
０
分
の

１
に
減
ら
す
こ
と
が
で
き
「
残
留
農

薬
不
検
出
」
と
い
う
産
品
と
し
て
取

り
扱
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◆
成
果
と
今
後
◆

①
「
減
農
薬
米
＝
ス
マ
ー
ト
米
」
と

い
う
形
で
の
ハ
イ
ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ

る
付
加
価
値
を
つ
け
て
の
新
た
な
収

入
を
得
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
は
ま
だ

結
果
が
出
て
い
な
い
。

②
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
圃
場
撮
影
に
よ

り
、
害
虫
以
外
の
日
常
的
な
圃
場
の

点
検
も
可
能
に
な
り
労
働
力
省
力
化

に
も
な
っ
た
。

③
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
農
薬
散
布
に
よ
り

収
穫
量
を
落
と
す
こ
と
な
く
減
農
栽

培
に
つ
な
が
り
、
結
果
、
農
薬
代
の

縮
減
に
も
な
っ
た
。

課
題
２
：
Ａ
Ｉ
に
よ
る

保
育
所
利
用
調
整
業
務
の

省
力
化
（
さ
い
た
ま
市
）

　

さ
い
た
ま
市
で
は
、
約
８
千
人
に

も
及
ぶ
保
育
所
へ
の
入
所
申
請
者
を

市
内
の
約
３
０
０
施
設
に
割
り
振
る

に
あ
た
り
、申
請
者
の
優
先
順
位
や
、

き
ょ
う
だ
い
同
一
保
育
所
入
所
希
望

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
希
望
を
ふ
ま
え
て

選
考
。
そ
の
た
め
、
延
べ
約
１
５
０

０
時
間
も
の
時
間
を
選
考
に
か
け
て

い
ま
し
た
。

◆
取
組
事
例
◆

　

ゲ＊
３

ー
ム
理
論
の
モ
デ
ル
を
用
い

て
、
最
適
な
保
育
所
割
当
て
パ
タ
ー

ン
を
見
つ
け
る
Ａ
Ｉ
マ
ッ
チ
ン
グ
技

　AIは私たちの日常の身近な商品・サービスに組み込まれはじめており、多くの人が A Iを一度は使用した
ことがあるという時代が到来しています。そんななか、日本の労働人口は今後、2015年比で2030年には735

万人減少すると予想されてお
り、AIに代表される自動化
技術は、高齢化や人手不足
などの課題をかかえる企業が
多いなか、この深刻な労働
力不足への切り札として注目
を集めています。
　今後、AIの実用化によっ
て日常業務にどのような変化
が起こるのか、また課題に向
けて企業がどのような取り組
みをしているのかについて、
２つの例をご紹介します。

デジタルトランスフォーメーション（DX）
AIの実用化に向けた取組事例

画像提供：㈱オプティム

図 １　ピンポイント農薬栽培と通常栽培



術
を
検
証
（
図
３
）。
市
の
割

当
て
ル
ー
ル
を
学
習
し
た
Ａ
Ｉ

が
組
合
せ
を
点
数
化
し
、
最
も

得
点
の
高
い
組
合
せ
を
瞬
時
に

導
出
。

◆
成
果
と
今
後
◆

①
人
手
で
は
延
べ
約
１
５
０
０

時
間
か
か
る
保
育
所
の
入
所

選
考
が
数
秒
で
完
了
。

②
Ａ
Ｉ
で
行
っ
た
入
所
選
考

結
果
と
、
さ
い
た
ま
市
職
員

が
人
手
で
行
っ
た
入
所
選
考

結
果
が
ほ
ぼ
一
致
。

③
職
員
の
負
担
を
軽
減
す
る

と
と
も
に
、
他
の
業
務
に
職

員
を
効
率
配
置
。

④
入
所
申
請
者
へ
の
決
定
通

知
の
早
期
発
信
に
よ
り
、
入

所
不
可
だ
っ
た
場
合
の
迅
速

な
対
応
や
、
親
の
育
児
休
業

等
か
ら
の
よ
り
円
滑
な
復
職

が
可
能
と
な
っ
た
。

⑤
そ
の
後
、
Ａ
Ｉ
技
術
を
搭

載
し
た
自
治
体
職
員
向
け
保

育
業
務
支
援
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

を
開
発
し
、
２
０
１
８
年
11

月
よ
り
提
供
を
開
始
し
、
実

証
実
験
は
現
時
点
で
50
団
体

と
な
っ
て
い
る
（
図
４
）。

　

以
上
２
つ
の
事
例
を
紹
介

し
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
か
に

も
Ａ
Ｉ
を
使
っ
た
取
り
組
み
は
多
く

の
業
種
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

人
口
減
少
に
よ
っ
て
、
今
後
、
労
働

力
不
足
と
働
き
方
改
革
と
い
う
２
つ

の
課
題
を
同
時
に
解
消
す
る
こ
と
が

必
要
に
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
が
、

Ａ
Ｉ
は
そ
の
課
題
解
決
の
た
め
に
重

要
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
多
く
の
中
小
企
業
で
Ａ

Ｉ
を
用
い
て
経
営
課
題
を
解
決
で
き

る
人
材
や
知
識
が
不
足
し
て
お
り
、

Ａ
Ｉ
を
認
知
し
て
い
る
も
の
の
、
活

用
段
階
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
の

が
現
状
で
す
。
今
後
は
Ａ
Ｉ
を
活
用

す
る
た
め
に
も
Ａ
Ｉ
人
材
と
中
小
企

業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
や
国
か
ら

の
推
進
（
補
助
金
等
）
施
策
な
ど
が

活
発
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
㈱
京
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総
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経
済
研
究
所

調
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楢
舘
孝
寿
）
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＊
１　

Ｇ
Ｃ
Ｆ
：
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
て
行
う
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
。自
治
体
が
か
か
え
る
問
題
解
決

の
た
め
、ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
金
の「
使
い
道
」を
よ
り

具
体
的
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
化
し
、そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
共
感

し
た
人
か
ら
寄
附
を
募
る
仕
組
み（
図
２
）

＊
２　

ス
マ
ー
ト
農
業
：
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

て
超
省
力
・
高
品
質
生
産
を
実
現
す
る
新
た
な
農
業

＊
３　

ゲ
ー
ム
理
論
：
利
害
が
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
状
況

に
お
い
て
、複
数
の
人
間
の
行
動
の
最
適
戦
略
を
分
析
す

る
数
学
の
理
論

＊
４　

Ａ
Ｉ
技
術「FU

JITS
U

 H
um

an C
entric A

I 
Z

inrai

」を
搭
載
し
た
自
治
体
職
員
向
け
保
育
業
務

支
援
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア「FU

JITS
U

 

公
共
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン 

M
IC

JET M
ISALIO

 

子
ど
も
子
育
て
支
援
Ｖ
１
保
育
所

Ａ
Ｉ
入
所
選
考
」

図 ２　㈱オプティムが取り組むGCFの仕組み

図 4　自治体職員向け保育業務支援ソフトウェアについて

図 ３　さいたま市の保育所入所判定の考え方モデル

画像提供：㈱オプティム


